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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 58,752 3.8 14,786 △5.2 10,540 △7.5 10,934 △11.0 6,181 △23.5

2024年12月期第３四半期 56,621 37.4 15,597 14.2 11,392 △1.6 12,280 △19.0 8,079 △63.7

（注）包括利益 2025年12月期第３四半期 5,138百万円（△43.5％） 2024年12月期第３四半期 9,087百万円（△66.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第３四半期 73.85 73.61

2024年12月期第３四半期 95.42 95.13

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 162,466 119,564 73.3

2024年12月期 158,299 121,199 76.3

（参考）自己資本 2025年12月期第３四半期 119,168百万円 2024年12月期 120,822百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 26.00 － 26.00 52.00

2025年12月期 － 26.00 －

2025年12月期（予想） 28.00 54.00

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,655 4.7 18,932 △7.5 13,150 △9.9 13,840 △19.9 8,372 △2.4 99.14

１．2025年12月期第３四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年９月30日）

　　　EBITDA（営業利益＋減価償却費＋のれん償却額）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　　　EBITDA（営業利益＋減価償却費＋のれん償却額）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期３Ｑ 93,418,200株 2024年12月期 93,418,200株

②  期末自己株式数 2025年12月期３Ｑ 10,234,818株 2024年12月期 8,961,118株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期３Ｑ 83,695,378株 2024年12月期３Ｑ 84,674,699株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、アメリカでは緩やかな成長が続いているものの、物価高や政策

の不透明さの影響により、企業や消費者の景気に対する不安が強まっています。ヨーロッパにおいても回復傾向は

見られるものの、ドイツやフランスなど主要国の低迷、地政学的リスク、政策の不透明さが成長の足かせとなって

います。

　一方、国内経済は設備投資が堅調に推移しているものの、個人消費は弱く、輸出の減少と物価高の影響により停

滞が続いています。

　このような事業環境の中、売上高については４つの事業すべて増収となりました。また、利益面については、

EBITDA、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益いずれも減益となりました。

　この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、58,752,771千円（前年同期比3.8％増）、

EBITDAは、14,786,330千円（前年同期比5.2％減）、営業利益は、10,540,782千円（前年同期比7.5％減）、経常利

益は、10,934,449千円（前年同期比11.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、6,181,091千円（前年同

期比23.5％減）となりました。

（歯科事業）

　歯科事業の売上高については、国内、北米及びアジアで減収となったものの、欧州及びその他の地域において増

収となり、前年同期に比べて増収となりました。利益面については、セグメントEBITDA及びセグメント営業利益と

もに前年同期に比べて減益となりました。

　この結果、売上高は、34,784,465千円（前年同期比1.9％増）、セグメントEBITDAは、13,892,855千円（前年同

期比4.6％減）、セグメント営業利益は、12,181,602千円（前年同期比6.5％減）となりました。

（DCI事業）

　DCI事業の売上高については、DSO（Dental Service Organization）への販売が一服したものの、前年同期に比

べて増収となりました。利益面については、セグメントEBITDA及びセグメント営業利益ともに、前年同期に比べて

減益となりました。

　この結果、売上高は14,692,187千円（前年同期比2.7％増）、セグメントEBITDAは1,416,343千円（前年同期比

28.1％減）、セグメント営業損失は331,961千円（前年同期はセグメント営業利益211,115千円）となりました。

（外科事業）

　外科事業の売上高については、国内、北米、欧州及びアジアの全ての地域で、前年同期に比べて増収となりまし

た。利益面についても、セグメントEBITDA及びセグメント営業利益ともに、前年同期に比べて増益となりました。

　この結果、売上高は、4,168,643千円（前年同期比30.0％増）、セグメントEBITDAは、2,403,664千円（前年同期

比32.3％増）、セグメント営業利益は、2,276,328千円（前年同期比31.8％増）となりました。

（機工事業）

　機工事業の売上高については、国内及び欧州で減収となったものの、北米及びアジアで増収となり、前年同期に

比べて増収となりました。利益面については、セグメントEBITDAは減益となったものの、セグメント営業利益は前

年同期に比べて増益となりました。

　この結果、売上高は、5,107,473千円（前年同期比2.5％増）、セグメントEBITDAは、859,242千円（前年同期比

15.8％減）、セグメント営業利益は、595,532千円（前年同期比3.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産の残高は、162,466,125千円で、前連結会計年度末に比べ4,166,582千円増

加いたしました。主な要因は、現金及び預金が7,408,905千円増加した一方で、のれんが2,304,694千円減少したこ

と等によるものです。

　負債の残高は、42,902,052千円で、前連結会計年度末に比べ5,801,871千円増加いたしました。主な要因は、長

期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）が16,029,667千円増加した一方で、短期借入金が8,250,705千円減

少したこと等によるものです。

　純資産の残高は、119,564,072千円で、前連結会計年度末に比べ1,635,288千円減少いたしました。主な要因は、

自己株式が2,647,324千円増加したこと等によるものです。
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金額
対前期増減率

（%）

売上高 80,655百万円 4.7

EBITDA 18,932百万円 △7.5

営業利益 13,150百万円 △9.9

経常利益 13,840百万円 △19.9

親会社株主に帰属する当期純利益 8,372百万円 △2.4

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年12月期の業績予想については、2025年５月12日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

通期
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 46,051,104 53,460,009

受取手形 138,162 103,611

売掛金 9,358,851 9,124,771

有価証券 1,060,866 1,359,988

商品及び製品 12,978,197 13,271,792

仕掛品 5,859,091 5,697,499

原材料及び貯蔵品 6,187,535 6,348,679

その他 3,376,300 3,147,073

貸倒引当金 △124,051 △118,358

流動資産合計 84,886,057 92,395,066

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 24,446,911 26,392,296

機械装置及び運搬具 11,489,556 11,790,883

工具、器具及び備品 7,989,321 8,317,045

土地 2,670,345 2,659,034

建設仮勘定 641,114 904,491

減価償却累計額 △22,107,151 △23,774,252

有形固定資産合計 25,130,098 26,289,498

無形固定資産

ソフトウエア 781,807 647,077

ソフトウエア仮勘定 341,149 608,302

のれん 21,389,783 19,085,088

顧客関連資産 8,484,253 7,537,618

その他 7,198,893 6,634,791

無形固定資産合計 38,195,887 34,512,878

投資その他の資産

投資有価証券 5,847,139 4,821,806

関係会社株式 592,916 554,467

保険積立金 626,547 677,175

退職給付に係る資産 13,653 38,232

繰延税金資産 856,931 826,493

その他 2,204,662 2,407,985

貸倒引当金 △54,351 △57,478

投資その他の資産合計 10,087,499 9,268,682

固定資産合計 73,413,485 70,071,058

資産合計 158,299,542 162,466,125

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,648,193 3,417,914

短期借入金 13,922,565 5,671,859

１年内返済予定の長期借入金 1,830,167 7,821,869

未払法人税等 2,022,230 1,470,424

賞与引当金 595,320 822,795

その他の引当金 214,777 53,821

その他 6,691,981 4,969,718

流動負債合計 27,925,235 24,228,403

固定負債

長期借入金 2,975,779 13,013,743

退職給付に係る負債 173,035 194,061

繰延税金負債 5,415,024 4,962,102

その他 611,105 503,740

固定負債合計 9,174,945 18,673,649

負債合計 37,100,181 42,902,052

純資産の部

株主資本

資本金 867,948 867,948

資本剰余金 2,583,551 2,586,421

利益剰余金 116,593,183 118,625,471

自己株式 △12,025,058 △14,672,382

株主資本合計 108,019,625 107,407,458

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,931,165 1,725,373

為替換算調整勘定 10,871,895 10,035,257

その他の包括利益累計額合計 12,803,060 11,760,630

新株予約権 366,852 395,983

非支配株主持分 9,823 －

純資産合計 121,199,361 119,564,072

負債純資産合計 158,299,542 162,466,125
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 56,621,860 58,752,771

売上原価 23,697,001 25,211,478

売上総利益 32,924,859 33,541,292

販売費及び一般管理費 21,531,918 23,000,510

営業利益 11,392,940 10,540,782

営業外収益

受取利息 569,772 729,824

受取配当金 41,851 46,491

保険解約返戻金 134,495 －

補助金収入 53,218 10,000

雑収入 511,124 223,394

営業外収益合計 1,310,462 1,009,710

営業外費用

支払利息 41,847 125,599

金銭の信託運用損 487 －

支払手数料 2,345 2,761

為替差損 348,969 457,729

雑損失 29,511 29,953

営業外費用合計 423,162 616,042

経常利益 12,280,241 10,934,449

特別利益

固定資産売却益 － 2,792

訴訟損失引当金戻入額 － 164,920

特別利益合計 － 167,712

特別損失

固定資産売却損 2,264 －

固定資産除却損 21,615 24,236

減損損失 － 8,053

固定資産解体費用 70,567 17,452

訴訟損失引当金繰入額 184,714 －

特別損失合計 279,161 49,742

税金等調整前四半期純利益 12,001,080 11,052,420

法人税、住民税及び事業税 4,235,487 3,731,123

過年度法人税等 － ※１ 1,185,484

法人税等調整額 △314,817 △45,279

法人税等合計 3,920,670 4,871,328

四半期純利益 8,080,409 6,181,091

非支配株主に帰属する四半期純利益 655 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,079,754 6,181,091

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日

　至　2025年９月30日)

四半期純利益 8,080,409 6,181,091

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 366,416 △205,791

為替換算調整勘定 640,539 △836,638

その他の包括利益合計 1,006,956 △1,042,429

四半期包括利益 9,087,365 5,138,661

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,087,857 5,138,661

非支配株主に係る四半期包括利益 △492 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おります。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表

及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結損益計算書に関する注記）

※１　過年度法人税等

当第３四半期連結累計期間（自　2025年１月１日　至　2025年９月30日）

　当社は、2021年12月期から2023年12月期までの課税年度において、関東信越国税局による法人税の税務調査を受

け、その結果、過年度法人税等として1,185,484千円を計上しております。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年９月30日）

減価償却費 3,032,620千円 3,158,668千円

のれんの償却額 1,171,621千円 1,086,880千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２歯科事業 DCI事業 外科事業 機工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 34,126,447 14,305,428 3,207,818 4,982,165 56,621,860 － 56,621,860

セグメント間の内部

売上高又は振替高
150,471 － － － 150,471 △150,471 －

計 34,276,919 14,305,428 3,207,818 4,982,165 56,772,331 △150,471 56,621,860

セグメント利益又は損

失（△）
13,030,106 211,115 1,727,655 573,864 15,542,743 △4,149,802 11,392,940

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２歯科事業 DCI事業 外科事業 機工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 34,784,465 14,692,187 4,168,643 5,107,473 58,752,771 - 58,752,771

セグメント間の内部

売上高又は振替高
259,471 － － － 259,471 △259,471 －

計 35,043,937 14,692,187 4,168,643 5,107,473 59,012,242 △259,471 58,752,771

セグメント利益又は損

失（△）
12,181,602 △331,961 2,276,328 595,532 14,721,501 △4,180,719 10,540,782

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年１月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年１月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年11月６日

株式会社ナカニシ

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 須 山 誠 一 郎

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 飯 田 圭 一

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ナカニシの2025年１月１日から2025年12月31

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年７月１日から2025年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2025年１月１日から2025年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結
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（注）１.上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信提出会社）が別途保管しております。

２.XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の

財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合

は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明するこ

とが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況

により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第

４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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